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本報告には， ホンシュウジカ (Cervus ηiPpon centralis KISlDA) またはニホンカモシカ

(Cαρricornis crispus TEMMJNCK)に食容されたスギ者齢木の生育を， 1987年6月から 1989年

5月まで，和歌山崩溜林において総資した結果，および上賀茂試験地において，獣2与を想定して
スギ}岩木を用いた主事111技誕の切断による模型試験(1988年3月-1989年4月)の結果がまとめ

られている。

和歌山演習林で、みられたスギの被害の大部分は，幹主事Ih先端や{J!lJ枝の葉が金容された先端部校

タイプで，幹が剥1文容れた樹j支最IJ皮タイプはすくなかった(袋一 1)。

ホンシュウジカまたはニホンカモシカの食答可能i誌は，被害部{立のさから， 140 - 150 cmと

推定された(関…2)。

幹主軸の先端が食容されたスギは，食密部より|マ部にある融会な{JlIJ校が上長{llll乏し，幹として
住民していた。 この場合， 被害木の約90%はi本の側枝が上;民伸長していたが， 複数(2本ま

たは3本)の側枝が上長伸長したもの，主制i食害艇から力強い蘭芽校が伸長したものもみられた。

人為による切断試験においても，問機の結果が得られた。

1*の部IJ技が斡として上長{IT:tえしたi詰合， ji栽理森lこ被怒号をうけたクマスギ， アシウスギでは，

樹高生長に食容の影響はみられなかったc 有田一号，クモトオシでは，食容の影響は， 33手間で，

樹高め 11:下部1の生長滋程度停かそれ以下のilllX退にとどまっていた。人為による主i[ilb切断の場合も，
切断長が30四までであれば， fl!lJ校が{rI1f毛し樹高には大きな影轡をあたえないことが明らかに
なった(表-6)。

回復幹の形も早い!日i期に外観上正常のように間後し，そのj肥大生長とともに食客艇をまさ込ん

で，焼跡、は残らなくなっていた。 1り!11劇作の中にまさ込まれたIEI幹の切断痕は，褐f立に変説して材
'-IJIこ残ることが確認された。

手IJ歌LLI椀tgJ林におけるホンシュウジカ，ニホンカモシカのスギへの方n寄は，現状では，本;Wil資
により，スギの[i111主力の強さにより，大きな問題となるほどではないと結論された。
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!獣獣類による林木の食諮f問悶是題Eが大きくクロ一フプeアツプされる主ヰ事JiC予例が多くなつてきた。ツキノワグマ
によるスギ壮齢木の皮最IJぎ(クマハギ)， シカ， カモシカ， ノウサギによる幼齢水の摂食， ノネ

ズミによる樹幹地!探部の摂食など，加諜獣の樋類，被諮樹稽により，いろいろな被擦が報告され

ている。林業上の被響として，各地で調主まされた被害状況から，その対策が模索され，総合的な

錦資研究の成果も刊行されている日。シカ， カモシカが摂食する多くの糠物2.3)tこ， わが悶の主袈

林水であるスギ， ヒノキが含まれ，その若齢造林木への力II容が問題になり，特別天然記念物とし

て狩猟の対象から除外されて，保護されているニホンカモシカでさえ，そのヒノキに対する

が目立ってくるにつれ，林業家の加議獣への風当りも強くなってきた。

カモシカによるヒノキの被答例は多く摘まをされているが，スギについての報告はすくなく，被

1浸水の生背についての報告も多くはなL、本報告には，スギ‘造林木，とくに造林後数年までの若

齢木に対するホンシュウジカ (CervusniPpon centralis KISHIDA) またはニホンカモシカ

(Cαρricornis crispus TEMMINCK)の加害を調査し，食容されたスギのその後の生腎について翻

した結果がとりまとめられている。さらに，苗t聞において，スギy，}J齢木に対し人為的に，斡
.:l:J自や枝の先端を切断することにより， w主主警の模型を再Z隠し，その後の生育について調査した結
果も含まれている。調査に協力いただいた和歌山演習林竹内林長はじめ職践の方々，試験に協力

いただいた上賀茂試験地の職員の方々に深謝する。

なお， 本研究は文部省科学研究開(一般研究C課題番号62560150) の勤成をうけて行われた

ものである。

スギ造林地における被者

1.絹蔭地

獄Z堅調室基地は，和歌山県有閑君11清水町に所夜する京都大学技学部I~，j協和歌山椀腎林で，有El3J 11 

の支流，揚)11)11の源流域そ占める海抜500-1200 mに位置している。調査地域のJJ5i縦生は， ブ
ナ， ミズナラ，クリ， ミズメ， シデ類， ヒメシャラなどの落葉広葉樹類とそしツガがj見交した

天然林である。話iti?林の全域851.1haの約%には夫然林が残されている。 19761fより鳥獣保護区
に指定されたが，それ以前にはとくに制限はなく，ツキノワグマの捕獲の記録もある。保護区設

定前の 10年間は， ホンシュウジカの捕獲も年I1Jl数頭稼度で， ニホンカモシカは問視されること
も希で，造林水に対する})I]容は全く問題にされなかった。しかし，年々の~~ì栽而騒が狭くなって

きた最近の5，6年は，被替水がiヨにつくようになってきた。高槻JG"による 1986年， 1987年に
おける生忠数調査では， 和歌山桜苦手林全域で， ホンシュウジカ約5顕， ニホンカモシカ約 15頭

と惟定されている。

調査はi腕野林4，8および 11林班で行なわれた(関…1)。
4林班には， 初代造林水 (スギ) の伐保跡地ヘサシ木繁踏スギクローン (クモトオシ) が

19831手3PJに悩殺されている。槌栽地は海抜520-600 m，傾斜35--400 の北斜低iで，下方は
滋)11川で在，右，上方は天然、林である。

8林椛には，天然林伐採跡地へスギクローン : I手枯H9r花地はNf7]<111j'久のj京，および



クマスギ)が， 1981 1:[:': 3 rJおよび

1986年 3月に髄栽されている。植栽

i也は，前者は，海抜900-930m，傾

斜 30-40
0

の北聞に誕百した毘根から

沢への斜面で，上方，側方，下}jlこは

1979 '年および 1980年3月にスギが，

残りの側方もたノキが植えられ，本調

査木より大きく育っている。?走者は，

海抜900-950 m，傾斜 30-35
0 の

北東に顕した斜路で，上方尾根にはi司
年にとノキが植えられている。

11林統には， 初代造林水 (スギ)

の伐採跡地へスギクローン(アシウス

ギ)が 1984年および 1985年3月に再

造林された。植栽i出は海抜730-760

m， 傾斜25-30
0
の階東斜面で， 斜

部下方は沢に前jって開放され，桟りの

3方は 30数年設のスギ林に臨まれて

いる。

2.調査方法

3 

江田 SUgl例制lal1叫
Hmokl Pldntat悶ぬ

Akama{Su Pla附al!On

Na1Ural FoteSI 

~~"， !.l"J Natutal R… 

和歌111鵠樹林での調奈は， 1987年 Fig.11361?riptiO11of i11ve$tigated area at Wakayama 
Exυ巴rimentForest. 

6月 10-13日に，有lJ3…号， クマス .: investigated日ites

ギ，アシウスギについて，ホンシι ウ

ジカまたはニホンカモシカの新食密および過去の食寄痕を線認し，調査水を選定した。クモトオ

シは 1984年春に食搭ぞ確認した倒体を選んだ。 1987年8):J5-7日には，務部i遊水について，

樹高の測定とともに，被寄，生育の間接状況を記録した。斡の主軸が食帯された被害木の樹形へ

の影響そ知るために， ::l.:~ilhの食怒時期(年)， ~玲の形状を調査した。車Ihにみられる過去の食寄

時期は，幹器開にみられる鱗片葉の配列横様によって判定した。幹の形状は，本米の斡の先端が

されたために，食持部下部の無被謬枝がjニ長仲良し，幹として伸長，幹形を回復させている

傑予を，本来の幹車IIlの中心線とのず‘れ目見合を， 1弱者の間隔を測定することによって調資した。

すなわち， {J!!J枝の主車[lJへの変曲部よりj二万に， 10 cm， 20 cm， 30 cmの3点における間隔を 5閥単

位で測定した。調査は 1988年7J~ 25 -27日， 11月28-29日， 1989 'rf 5月9-10日と続け

た。

3.結果および考察

1 ) 被害状況

j被害は新十時(幹の先端と校の先端)の欠搭および樹幹下部の却j皮としてみられ， 1読者は摂食行

動，後者は“角こすり"の結果であるO 各調査地の観察結果を表 1Iこ示す。

有去の被容は， 1985年には20%に述していなかったが， 1986年には80%を越えていた。

1987年はllij年と述続して 3{1M体が食容されただけであった。アシウスギは阿グループとも 1986

4ドの被容は 1{同体で，他は 1987"l~の被害である。 1988 年は，水制変地での被害はみられなかっ
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Table 1 
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Sugi 
clon担 P記olingPercentagc Stem and 

branch記$
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被害は樹紙上部の.::Urhや校の先端の躍が食容された先端部枝葉食嘗タイプ加のものが多く， 幹
の最IJ皮すなわち樹皮剥皮タイプのものはすくなかった。クマスギ機栽地の上方に伺n寺に植栽され
たヒノ牛では，被諮準はスギよりも高く 4ω0%にも述している

の3諜露が食われたものがすベてで，樹皮が却i皮されたものは 1翻体もみられなかった。また，有印
…号に隣接して生青する 6年主主のとノキの被ま，側枝の誕の食議もみられるが，すべて樹成禁IJ

皮タイプの被議で，スギとは被替のあらわれ方の巡いが著しかった。このような違いが加害獣に

よるものかどうかは，ホンシュウジカかニホンカモシカか特定されていないので椛かなことはい

えなし、。しかし， ニホンカモシカは通常，樹幹の剥皮はしないとされへ また， ヒノキに比べて

スギへの加害もすくないとされている。本調査スギに樹幹の樹皮がみられるとから，ホンシュウ

ジカの加容と考える方が妥当ではないか。 しかし， また反副， アシウスギの楠栽されている 11

林組では，以前からホンシュウジカをほとんど視認していないという現地職員の証言?もある。

被害水の枝Z去の食謀部は，クマスギは植栽 l年後の被識であるため，樹高も低く，すべての{間
体の樹高が食寄可能高を越えてなく， 食容の範聞は地上50-105 cmで-あった。 アシウスギでも

食容の範聞は地上55-110 cmでクマスギと大差なかった。 ホンシュウジカ， ニホンカモシカの

食害可能最大?認を知るために，

各{間体ごとにi市高食潟告と求めると|刻…2

のようになる。

60 --140 cmの高さで食認されたものが

84%をおめでいる。奈良公園や宮島の桟橋

I~ti[í:の Deer line にみられるように， シカ

やカモシカの体格から食害可能i誌に限度が

あるはずである。本調査地は{頃斜300 を越

す斜[出で，さらに，天然林の{対誌が各処に

;浅されている。 斜面u二部からでは，より
い部{立も食害1:1J能となる。本調査では， i註
182 cmの高さまで食怒された痕跡が認め

られた。この{臨休は幹主事111とfJIIJ枝の揺が食

れていたが， {JlIJ;伎の食容は山fJIIJだけで・

あった。 160cmよりも高い部{立が食怒され

た8@日本のうち7{悶{本は，幹主事111とともに

された側技はすべてILJ側だけで、あった。

この高い部位までの食容は，料出j二fii)から，

15 

10 

5 

の
む
@
h
M

』。.。
z

180 

Feeding height in cm 

Fig.2 Frequency of maximum foo【linghoight 
011 Arita-l Sugi clone by th巴 d日orand 
the serow目
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また布植'(栽木のj斜~司4[耐f長師'iÎ上部に残された詰出前i百Jl…'jJ

詐斜}り)や{伐え恨なとど、を手利!リJJ用!丹1したのであろう。ホンシユウジカ' ニホンカモシカの一般的な食7存可能i誌
とみなすことは11延期である。広島営林器管内におけるホンシュウジカの食者調査?では，

が 130cmまでの例が大部分で，一部 170cr日まで観察されている。 Iおし、部分の食容は，本調査ra]織
に， 加者獣の食寺の足場の手IJ)なが推察されている。関…2から， 食符liJ能高は 140cmまたは

150 cmと考えられる。

2) 被寄木の樹高生長
ホンシュウジカまたはニホンカモシカの食擦の痕跡が認められたのは表 1に示し

たように 94偶体 (88.7%)であったが 2カ年述続して食ミ撃されたもの (3倒体)， “角こすり"

による幹の樹皮がi激しく，今後の生育が見込まれないもの (11閲体)および獣襟{断水で 1988年
の下刈り手入れに際し， 人為による諜ぞうけたもの(2 翻体)を除く 88 個体の樹高~t長を示

すと表-2，~1-3 のようになる。

1986年春の被害木の樹高は， 無担主主撃のものと平均で現在，約 130cmもの差があらわれている。

紙被害木の樹高は， 1986年春にはすでに， 平均で 184cmで， 多くの個体がシカまたはカモシカ

の食害可能潟より高く， この11寺はすでに幹ヨシ'l!dlは食'杏されない位大きく育った磁勢水であった。

1986年以後3年間の伸長:畿は熊被寄木の 169cmに比べ， 1985年春被替水は 117cm，1986年若手被

害木セ{l!日枝 l本が車rhとして伸長したもので 101cm， 2. 3本伸長したもので 87cmで，複数の担IJ

枝が上長伸長したものの生長減退が詩立っているo 1988年生背終了時の 1985年春被害木で 52

cm. 1986年春被諜水で68cmのfrl!長涯で， i目的支寄木の年伸長識と比べて， ほぼI1f分の伸長のお
くれとなっている。本調査地は， 1987年春の 3制体の被害を最後に， 被害はみられなし、。各調

査水はすでに数{間体を残し，ホンシ品ウジカまたはニホンカモシカの食害可能高より高く生育し，

幹主触が食脅されることはない。

アシウスギ:本クローンの被容は， 1987年春の被鳴が大部分で， 1988年には被害はない。

1985年植栽水で， 1987年春に幹主車1I1が食害されたものの樹高生長は表-2のように， 被寄木も

Table 2 Height growth of Sugi c10nes damaged by the mammal at research plantation. 

Clone vamage No.of Height Height 
one …一一一

in 1985 in 1988 year tree日

(cm) (cm) (CI11) (0111) (c叩〕

Non 12 188.8ゴニ85.4 74.5こと 9.6 49.8会15.5 45.8土 8.6 852.9土58.5

Only 
1986 15 158.8こと29.4 62.5ゴニ17.4 87.0土10.8 48.2ごと 8.0 801.5こと58.5

円 branches 
ゃぐc世a Stem 1985牢 17 155.8こと29.1 42.1:t15.7 84.7ごと11.4 40.6土 9.4 273.2土48.6
司: shoot 

/1 1986 * 47 118.0:と26A 43.2ことは.5 24.6こと 8.8 83.6こと 8.6 219.7土48.7

，υ 1986 *市 9 96.7土22.2 30.8ごと10.9 20.9土 5.3 36.2土 7.5 184.1土35.0

】拘句， ?¥?のn 37 40.6こと12.1 30.8土13.5 37.6:t14.6 46.4こと15.3 151.8こと40.7
一円
ul 

Stem 〈 1987 9 51.2土 8.0 81.6:と12.9 39.6ニと11.4 45.2こと17.1 167.6土87.8
shoot 

*仁}roupof one recovered stem 
* * Group of two or thre巴 recover恐dstcm 
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Fr邑quencyof ihe height on Arita“1 Sugi clone from 1985 1，0 1988目
ん口 Nondamage 
A岨~: Damage only br加 1chesand twigs 
B ・Damag也 oftop shoot of stem in 1985 
C Damage of top shoot of stem in 1986 

Fig町 3

総被寄木の~践と差がなく，手1m…号とは巡った結果となった。

クマスギ 1986年の植栽，翌年に金課された本クローンは，

閣の伸長畿は，斡紬被告:木ら無披寄木と大法はない。

クモトオシ:本クローンは， 1979 容に植栽され， 天然林に接した潟辺部に植えられた 6{悶

体の幹主軸が 1984 春に被害をうけた。被害後の樹高生長は表-4のように， 被害後 31:主脊拐

の船長差は 34ClIlで，有III-Jjすと似た結果となった。さらに， その後の{11'長で樹高設はつまって

いる。

2 3のように，

子leighigrowth of Sugi clon日ーkumaai Wakayama Experiment Forest. Tabl日3

Height 
in 1988 

Annual increment 
1987 1988 

H也ight
in 1986 

No.of 
year trees 

(om) (cm) 

48.4土4目9 166.4土19.8
(om) 

39.3ゴこ17.1
(cm) 

78.7ゴこ 8.2 9 Non 

159.6土22.541.0土4.737.4::1ニ13.981.3こと10.08 1987 
St8m 
shoot 
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Wakayama Experiment For日st.

H巴ight
in 1988 

Height growth of 3ugi clone-kumoldshi at 

Height 
in 1983 

No.of 
trees 

Table 4 

year 

(cm) (cm) 

74.0ゴニ 7.1 328.0土15.'1
(cm) 

56.6ごと3.6
(cm) 

32.2土2.6
(cm) 

35.2土2.6
(cm) 

129.6土16.65 Non 

267.5::!ニ13.184.3土10.545.3ごと9.027.8こと4.817.2:t4.5 92.8土10.06 1984 
3tem 
shoot 

以上のように，ホンシ A ウジカまたはニホンカモシカに食認されたスギの場合，たとえ斡主制!

が食害されでも， 本報告のような 1シーズンだけの食容だけであれば， 金ら札 9'も認めているよ

うに，食害部下部の無被害の側枝が上長伸長して，幹として生長する。無被寄木との仲良2をも多
くはなく，最も鐙が大きかった有間一号でさえ年程度の生長おくれにとどまることが明らか

になった。

3) 被替水の斡形

スギ， ヒノキ，マツ腐など高木性針葉樹は 1本の幹で生育.することが正常な姿で， Il寺として見

られる幹の湾出，双斡，三三幹などは，生育途中で何らかの障害が生じた結果であろう。マツ!誠に

みられる斡の湾出は，幹主事Isでの虫容が原図し，一部のマツ属t1f;簡で‘の加害虫，被害木の生長，
f.i字形の間後についてすでに調査されている札口〉。

スニドの樹高仲良は，マツ)混と異なり分校しながら生符j鵠を通じて生長する。生青却]前またはそ

の初期jの幹主拘bの被警が，その年には幹に代って上長伸長した{lliJ技により，おおむね閥復するで
あろうことは，経験的にも観察されている。調査を開始した 1987年6月には，被響から 4シー

ズン自の生長をしているクモトオシの幹がi磁波で，被害当時の記録がなければ，外観からは全く

想像出米ない正常な幹形で生育していた。

有m一号の幹J!ラは 1988:tF7月に調査され， 1985年春の被害木は，被害後4シーズン自， 1986 
年春の被害木は3シーズンElにあたり，多くの{I自体で側枝が上長伸長し，ほぼ幹形は践に剖彼し，

i揚がりが認められるものも，その程度はわずかであった(表-5)。

アシウスギ，クマスギは，被害が調査の前年で，府間一号に比べて曲がりははっきりと認めら

れた。しかし，半数はすでに践と判定されるほどに斡形は1m援していた。食容部をよく観察する
と， 幹主ililllに代った{l¥IJ校の分校部から上の食害部まで、の!日幹事111の部分が， 数cmから 10cmほど，

された時点の太さで，食の痕跡として残っている (1玄1-1，弘 C)。この痕跡は，生Fととも

に， i直径が肥大するにつれて，幹に包み込まれでは立たなくなるものと思われる。

3tem form of 3ugi clono日damagedby tho mammal at res白archplantation. 

Occurrence 
of sprout 

3tom form 
3traight l3ending 

Damagod 
yoar 

Tablo 5 

Clono 

ハH
V

ハ日
υ

ハハ
u
'
Z
A

喝
22A

cm 

(cm) 

O 

o -1.0 
o -7.0 
1.0-7.0 

(co1) 

O 

o -1.0 
0-6.5 

1.0-5.0 

(cm) 

0.5-1.0 

0.5-1.0 

0.5-3.0 

1.0-4.0 

ハ
H
U

ハ
ソ
白

"
h
υ
a
4
・
S
A
t

P

口

氏
υ
n
f
u
d
q
q
u

t
t
a
d
A
1
 

1984 

1985 

1986 

1987 

1987 

Kumoldshi 

Arita嶋l

J主shiu

Kuma 

*田 Intervalfrom stl'aighi at 10， 20 and 30 cm up bonding point 
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Fig.4 The forms of recovered stem after the mammal 
damage. 
A: Sprout elongated after f日edingdamage 

以上のように，幹車Il!の被宮部

位ドの11!~被害のfJ!lJ枝が唯一

本だけ:tJIIJIこ代って幹として上長

伸長した場合には，比較的早いl時

期に幹Jf~は外観上誌のように回復

し， クモトオシにみられるように，

年の経過とともに，その痕跡は残

らなくなるであろう。

幹::l:~IU 切能rrの被害木のすべてが

l本の代幹側枝が生長して樹形が

閥復するとは11良らず，有印一号で

は， 被害木の約 10%は， ニ文，

三叉になるように，幹::l:!liIUの被害
部より下の複数の保IJ技が競うよう

に上長伸長し，樹Jf~の間後はみらB and C : Healthy branch fell 10 growing upwards 
Arrow show the feeding point of old st巴m.

れなL、。このように波数の部IJ校が

上長伸長した場合には，そのまま生長させるより，最長で優良な l本を残して， f也を切除するな
ど本を幹として生長させるための手入れを，恥い時期に行えば幹形も間後すると考えられる。

アシウスギ，クマスギの主車1I1被者水で，被!密部から揃:3;jo技が伸長し，側校がk長伸長していな
い被潜水が各 1(閥休みられた。これらの制体は，優勢なjiN芽校が i本幹として生長し，幹には司11
がりはみられず，食答痕もほとんど自立たなくなっていた(図-4，A)。

新梢切断(摘芯¥，楠葉)による被害模型試験

1.試験地および試験方法

摘芯，摘梁によるt成課模型試験は，京都市北i哀上賀茂木山に花る京都大学j虫学部|税関演智林上
賀茂試験j也の詰畑で行われた。

京都府下で背苗された 3年生スギ実簡を 19871手6月に苗ilU1こ定轍し年後に{越金に生脊

している 43f間体を供試し， 1988年3月311:11こ主軸および:fJllJ枝をつぎのように， それぞれ関定

パサミで切断処即した。

A区:11予::l:!lilh母上から 10cmの認さで刷新
B fR: /1 20 cm 

C[ま 11 30 cm 

A'， B'， C' Iま:A. B， C各区の処理に加えて，樹体Ji"fJ!リのfHlJ校の校時;そ 5- 10 Cm切断
締査は，処即時， 1988年7H 19日， 19891:1ド4月 11日に樹誌をiWJ定， 切断処恕11iiJf本の幹)隠の
間後を前述するように，本米の幹と間f認幹とのi悶1踊で求めた。

2.結w:および考祭

1 ) 伸長生長

各処到1Iまごとに，船のiWJ定結県を去-6に示す。

切断後 11[:問の各処即ばのfrlll去には， i!民処JfHIポに比べて大きな去はなL、。 1!終処期IRの平均伸長

問 103cmに比べて， I1立大でもち，Iまで， が;J10%しか;告がなL、\玲:1~Ailhが， たとえ 30cml;JJ断され



ても，片側の側技が健全に技ってい

れば， {Ij!長生長に与える影響はほと

んどないようである。アシウスギ，

クマスギ造林水の槌栽 l年後におけ

る披露が， {rp1:芝生長に影響をあたえ

なかった:&jg:Wljを裏付ける結果となっ

fこ。

若い 3-4年生のスギでは，…Il寺

j羽，幹:::I::Jlhが切断されでも，それが
上部の 30cm以内であれば，健全な

鶴枝の上長仲良の力が強く，伸長生

長には大きな彩轡がみられないこと

が日月らかlこなった。

2 ) 主軸切断の!幹形への影響

幹主~illJが切断されでも{J!lj枝の 1:民

M!長によって，樹i誌には大きな法があらわれないことは!切らかになったが，本米校となるべき側
校が幹に代って上長伸長するために，幹lこrJjiがりが生ずる。マツ縞では，時期によって湾rJliの程
度に援がみられることは明らかになっているiIb

幹形の訴l致結県を示すと君主一7のようになる。

処即された多くの倒体 (86%) は，切られていない側枝が l本上長仲良したが， ほかに，

伸長が3臨休 3本伸長が H間体，切断罰からの力強し、JJfj芽枝の伸長が HI母体みられた。
幹軸長 10cm切断i玄(A， A' I友)では，拡!誌rr後4カpjの7J~ には， すでに上長伸長した側校
が本来の幹主車IlJと見分けがつかないほど誌に伸長しているものもあらわれ l:iq去には，尚ほの
13 f剖体のうちの 6{話H木の幹がほぼ践と判定されるほどに間後していた。 さらに B'区， CI廷で
各1fWlf木が践と!j!lj定され，主車lliが30cm切断されでも i年後には斡形を回復させるものもぬるこ

9 

Height growth after the deprival of leading 
shoot of Sugi seed Iing. 

A 
A' 
B 
B' 
C 
C' 
Non 

Annual 
111むrement

(cm) 

102.。土17.1
93.9土15.5
98.2土16.1
91目8土15.1
99町5こと19.0
97.7こと18白6
103.。土12.1

Height' 
in 1988. 3 

(cm) 

61.7土 6.6
56.9:1ニ 7.2
58.6こと10.7
71.3こと10.5
70.6土 8.8
70.8こと 8.0 
62.3こと 5.5 

No.of 
tre日$

n
h
v
7
4
ハ
h
u
p口
P
O
F
U
ρ
り

Treat. 

Table6 

人 Hemovein 10 cm length of leading shoot of stem 
B: 11 20 cm 11 

C: 11 30 cm 11 

A¥B' and C' : Hemove of twig and leaf in one side 
。fcrown with A， B and C treatment 

* : Height before the treatment 

2本

Stem form of Sugi seeding removed stem shoot and twig in Kamigamo nursery. 

Occurrence 
of 
sprout 

日longalion
of two or 
three shoots 

Table 7 

8t巴m form 

n
u
-
-
ハU
n
U
ハu
n
u

1
i
ハU
n
u
'
j
'
i
'
i

C口1

(cm) 

1.5-4.0 
1.0-7.0 
1.5-11.0 
0-5.5 
1.5-4.5 
1.0-4.0 

(cm) 

1.5-3.5 
1.0-6.0 
1.5-7.0 
1.0-4.0 
1.5-4.5 
1.0-1.0 

(cm) 

1.0-3.0 
1.0-4.0 
1.5-4.0 
1.5-3.0 
1刀-4.0
1.0-4.5 

S
川

、

』

A
1
ρ
h
u
p
h
υ
m
h
υ

にー

υ

1
1

つb
n
u
n
u
n
υ
n
u

Tr日at.'

A

A
お
お
む

C

ト.∞∞∞【

n
u
t
-
ハ
リ
ハ
U

ハ
U

ハU

4
1
n
u
n
U
?
i
1
i
宅

i

O 
o -1.5 
o -2.0 
O 
O 

- 0.5 

0 
0-3.0 
0-3.5 
0-1.0 
0-1.5 
0-1.0 

0.5-1.0 
1.0-3.5 
0.5-2目5
0.5-2.0 
0.5-3.0 
0.5-3.0 

qυ

の
L
ハ
b
A
ι
ゅ

λ
q
F
h
υ

ハ〆

ω
A
A
1
n
H
V
'
B
Bみ

1tム
ハ
け

V

A
A
A
8
8
C
C
 

刊、
.m∞由円

。
* : 8ee Table 6 
* * See Table 5 
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とが11月らかになった。

i註H主幹の副1がりの大きいものは， 切断後4カ月では， 本来の幹悠長線と 10cmも間隔があるも
のもみられたが，多くは4-5 cmまでであった。この時点では各処盟{1m体それぞれ幹の曲がりは

外観的に明らかに観察できた。処郎 1年後には， i直幹への矧複{間体が増加するとともに，各{限休

の幹の曲がりも非常に目立たなくなった。{Hリ技の斡への変山部から上へ 10-20cmのところで，

2-3 cmの!諮問がみられるにすぎず，多くの個体で，その上部では，さらに幹延長線上へ帯る織

にして仲良していた。本試験では表…7のように幹主申Ih10ω1の切断lまでの幹jf~の間裂が早く

から観察され 20cm， 30 cm切断況ではi甜裂はおくれているが，両者aの処期の設はみられなかっ

た。また，樹休片側の慌iJ枝の先端部の切断の影響はほとんどあらわれていない。

以上のように，幹主軸のりj断は，切断政下の健全な側枝が 1本上長伸i乏した場合には，平い時
期に，ヨ-"脊を間後させることが明らかになった。しかし 4臨休は切院rr部下部の機数の側校が伸長
し， 幹が二叉かミ三叉になるように生長し始めた。 さらに A'誌のlfI自体には切断聞から 2本の

JJn芽校が伸長した。切断後4カ丹後の繭芽i悼の長さは， 15 cmと11cmであったが年後に，問
者には，完全に優劣が生じ本は枝となり，畿勢な l本が幹として，通践に生長していた。

3) 閉複幹材内にみられる113幹切断部の変色

幹主紬が切i析されて，その践下の健全な担IJ枝が幹に代り上長仲良し， I時間の縦過とともに，多

くの個体が見かけ上過誌な斡として生育し，斡形が間接することが明らかになった。校が閥復幹

として上長沖j乏した倒体では，旧幹の切能rr部は側方に押し曲げられている。回復幹は肥大生長と
ともに!日幹の切断部を材内にまき込んで， 枯i皮表隠には， “へそ"のような痕E痴を残すだけとな
り，本試験においても，すでに，明断部が回復幹にまさ込まれた倒{体もあらわれた。反剖，切断

容れた11ヨ幹が"切断時の太容のままで，間後{砕から，あたかも切られて銭された枝の拡在日のよう

に残っている個体もある。両者のをまは，幹切断部と間後lrtーとして上長伸長した張IJ校との簡の!日主

斡の長さの大小によってあらわれたようである。すなわち，切断部から 1cm未満の随下の枝がJ::
良伸長した側体は，早い11寺j腕に間後幹の肥大生長にまさ込まれ，ほとんど切断の痕跡を残さなく

なる。高橋らi勺まヒノキの過去の被害木そ縦割りすることによって， 問機にまさ込まれた食害艇

を材r:!:J1こ認めている。数cm以上離れた(WJ校がITIlf8i幹となった{I母体は， I日幹の切断部は，間後幹に
まき込まれるのがおくれて，その外部に残り，切I~Jrの娘跡として桟っている。

切断されたi以降を縦断するように，
Table 8 Size and number of brown colored part of 回復斡を縦割りすると，間短幹の材

width 
(mm) 

lD付 oldstem on vertical section of the 
問 COJod山口1.今にまさ込まれた旧幹の痕拡が褐色

length 
(mm) 

2 

3 

4 

5 

8 

2 3 4 

4 

5 8 

4 

2 

に変色して認められた。この変色は，

!;JJ院h"部にあらわれ，調査11母体すべて
に認められた。切断部が間後幹に完

全にまさ込まれたものから，まさ込

まれる直前のものまでについて，こ

の変色の縦断l閣にあらわれた大きさ

を5}どめると表-8のようになる。縦

断而にあらわれる変色部は，旧幹の

皮なし直径のrlJで， 11=1斡の縦方向に，
さは巾よりやや長い限度の小さい

褐色の斑点、として観察される。この

変柱部が，今後生青につれて，どの
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ように変化するかは， これからの錦査を待たねばならないが，徒20cm， 30 cm または以上の大

援の利用材として，材中心部の小さな斑点のように残されたこの変色が，とくに，え材の暇蹴

としてどのように位綬づけられるか興i沫あることである。

総指

老f~ 、スギ造林水に対するホンシュウジカまたはニホンカモシカの食容の生長にあたえる影響を

知るために，現実に被容をうけた造林水と食容を強定した模型試験により，スギの生育を澗蕊し

た。獣模様恕試験では， 和歌山被習林の造林水にみられたような"棋1)校の l本の上長伸長 2，

3，本の上長{Ijl長，腕芽技の発生と，いろいろな生長のl没後の状況を現出することができた。造林

地での尚獣の金容は，木綿査の対象となったスギクローンの被害のように単純ではない。さらに

激しい食害，繰り返しの食害，年々の食 “角こすり"など，被害水のうける影響はiJllJり知れ
ない。和歌山被潤林で、みられたようにシーズンに比較的単純な I時期の食容だけで，被害が

終る場合も多いであろう。造林された各スニドクローン，被模型試験にmいたスギ実':E的の生長
は，若いスギのi司被カの強さを明らかにすることができた。反蘭，食認された被害木が 1本の幹
として陸1復せず，線数の新柄，校が{It長し，ニ叉，三叉になるものが，有田一号スギ，獣者模型
試験*ともに， ほぼ 1舗あらわれている。さらに，造林地では，数%の“角こすり"による生

育不可能木もみられる。しかし本調資では， これらの占める比率は低かった。獣容は無いことが

望ましいが，和歌LU演習林のホンシュウジカ，ニホンカモシカの被害l丸木調査にみられる限り，

スギの生命力，間後カに期待することができるので，現状では，大きな問題にするほどではない

と考-えられる。

あとがき

和歌山続習林におけるホンシュウジカまたはニホンカモシカlこ食容された若いスギ造林木の被

害後数年の生育について，食得績割試験を対比させて，明らかにすることができた。来いにして，

現状では，和歌11n油轡林におけるか[1寄獣の生息は，造林水に大被容をあたえるほどではない。旧

幹切断音fIが閥復斡材内にまさ込まれて残った変色が，今後利用問で，材の暇蹴となるのかどうか

気にかかるO ニホンカモシカがスギより好むとされているヒノキについての解明も必要である。

さらに，ホンシュウジカやニホンカモシカの高機!交の生息地における造林水の被努への対策も，

これからの諜題で、あろう。
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よびニホンシカ (Cervusni仲間)の生息数の:fff~えi， ijl大j従事~59， 1 -15， 1987 

5 ) 波;n弘之・ 1k野tl~洲:ホンシ品ウジカ・ニホンカモシカによるスギ・ヒノキ食必の形態の桜数!こw
はう変化臼林|主Ji1gXd/t~ 38， 3113 -3116， 1987 
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ズ85，林業料や技術振興j折， 1987 
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Resume 

The ]apanese deer， Cervus nippon centralis KISHlDA， and the Japanese serow， Capri-

comis crispus TEMMINCK， are a native of Japan. They are feeding the young planted 

trees of Sugi， Cryρtomeria japonic，αD. DON， and the young Hinoki， Chamaecyραris 

obtusαSIEB. et Zucc.， with other many plants in the forest land. 

The growth and the stem form of Sugi c10nes infested with the deer and the 

serow had been investigated at Sugi and Hinoki plantation of Wakayama Ex-

periment Forest of Kyoto University Forest. in Wakayama prefecture from June of 

1987 to May of 1989. Further， the ef[ects of artificial deprival of the stem-shoot 

upon the growth had been investigated at the nursery of Kamigamo Experiment 

Station affiliated with Kyoto University in Kyoto. In this experiment， the shoots of 

the stem were removed in 10， 20 and 30 cm long from the top of test tr・eeswith the 

pruning scissors at march of 1988. 

In Wakayama， the deer and the serow have fed on the stem-shoot and leaves of 

the branches in uper part of the tree-crown in many planted Sugi c1ones， and the 

peeling of stem by the mammal was a little (Table 1). It seemed that the height 

of the feeding portion by the deer and the serow was much as possible in 140 cm or 

150 cm (Fig. 2). 

On the case of about 90% among the mammal damaged Sugi， a healthy branch 

under the feeding portion of stem fell to growing upwards to replaced after the 

dωnaged stem. But. the erect elongation o[ two or three branches and the occurr-

ence of the sprout on feeding portion were observed at about 10% of the mammal 

damaged Sugi. The same phenomena were also observed on the growth of Sugi 

seedlings cut off the top-shoot in the nl1rsery. 

The mammal damages to Sugi clones， i. e. Kuma and Ashil1 hacl no inflllence on 

the height growth. Bl1t the height growth of other two Sllgi clones， Arita-1 ancl 

Kumotoshi， fεCI by the mammal clecreasecl from 30 cm to 60 cm comparecl with the 

growth of non-clamag巴CItree c1uring three or four years. 

It was c1early by the artificial cutting of top on the Sugi seecllings in the nursery 

that the cleprival in 30 cm and less long on the stem-shoot hacl no effect on t.he 

height growth because of upright growth of a lateral branch. The form of t.he 
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recovered st巴m replac号dby a branch was mostly straight. The cutting traces were 

wrapped in th巴 stemwith radial growth and there w日reno traces of the cutting on 

the recovered stem. And the cutting traces colored brown on vertical section of the 

recovered stem. 

It was a conclusion in this investigations that the ]apanese deer and the ]apanese 

serow did not cause the greatest damage upon the growth of Sugi plantation at 

Wakayama Experiment Forest under present conditions. 
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Plale 1 Various sterrトformof Sugi clones infested with the deer and the serow at 
Wakayam呂 ExperimentForest 
1) Kumotδshi feeding in 1981 and photo. in J uly， 1984 
2) The samc Kumotoshi with No. 1， photo. in M日y，1989 
3) Ashiu feeding in 1987 and photo. in lVlay， 1989 
4) and 5) Arita倫1fe己ding'in 1986 and photo. in July， 1988 
6) Severe damagcd Arita-1 
7) Ashiu feeding' in 1986 and 1987， and photo. in May， 1989 
8) Kuma feeding in 1987 and pholO. in July， 1988 
9) Kuma elongaled sprouts at f日以Jingportion， feeding in 1987 乱ndphoto， in July， 
1自88
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Plate II 

(3 ) 

( 6 ) 

( 9 ) 

Plate II Artificial remove tests in March， 1988 of loading shoot of Sugi seodling aL 
Kamigamo nm‘日日ry
1) Recov日redst日m olongatcd a branch， romove in 20 cm lengLh of leading and 
photo. in July， 1988 
2) The same with No. 1， photo. in Jl1ne， 1989 
3) Elongating sprol1t at cutling portion， rcmovc in 10 cm leading and photo. in 
Jl1ne， 1989 
4) Two elongating stems， rcmove in 20 cm Je札dingand photo. in Junc， 1989 
5) Cl1tting tr・acewrapped in r日coveredstem， remove in 30 cm leading and photo. 
in J une， 1989 
6 -9) Cutting trace colored brown 011 vcrtical section o[ recovered stem 
Photo.7 is vertical section of No. 5 
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